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撮影
E9 佐伯則男 「夏を迎えた立山みくりが池」

大ほんごう会（同窓会総会・懇親会）参加者大募集！ （詳細はP16をご覧ください）令和5年11月18日(土)



　ほんごう会員の皆様には、健康で
元気にお過ごしのことと思います。
私が前石山会長さんから会長職を引
き継いで４年目を迎えました。この
間、コロナ禍において満足な活動が
出来ず、会員の皆様にはご心痛をお掛け致しました。
　コロナ禍も第２類から第５類に変更され、行動制限も解除
され色々な活動が行えるようになりました。ほんごう会にお
いても、本年はコロナ前のように活発な活動を行いたいと考
えております。
１．大ほんごう会のリアル開催
　コロナ禍時では、実施出来なかったリアルでの開催を本年
度は行いたいと準備をしています。日々の生活で忙しいとは
思いますが、平生なかなかお会いできない恩師、同窓生、先
輩や後輩の方々と歓談して、繋がりを深めて頂きたいと考え
ています。是非とも参加をお願い致します。

Keiichi Nagahama
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ほんごう会の皆様へ
富山高専本郷キャンパス同窓会会長
長浜　啓一

２．会報誌の充実
　富山県内だけでなく、全国で活躍されている卒業生の方々
に寄稿文の依頼を行い会報誌に載せさせて頂いています。今
後、さらに寄稿者の数を増やし会員の皆様にお知らせし、皆
様の活動の励み、参考になればと考えております。
３．若手の常任理事の増員
　現役組の若い世代にも声を掛け、常任理事として参加をお
願いしています。現役の世代では、仕事以外の活動は負担が
増えるとは思いますが、活動を通じて世代の違いや仕事上で
の業種の違い等広い範囲の繋がりを作って頂き、日々の活動
に役立てて貰いたいと考えております。
４．富山高専同窓会（新同窓会）、北斗会、ほんごう会の名
簿統一に向けた活動
　現在　沼津高専卒業生が立ち上げた会社(㈱アーティス
ティックス)に名簿管理システムをお願いすることに決定致
しました。㈱アーティスティックスは、沼津高専同窓会の名
簿管理に関わっており、高専の仕組み等を熟知されている事
などから選定致しました。
　ほんごう会員の皆様が、年代を超えて業種を超えて、関わ
り合い繋がり合いながら、益々ご発展されることを祈願致し
ます。

役員の紹介

㈱KANAYA長浜 啓一 Ｓ48/Ｍ５

北日本電機産業㈱ 富山高専技術振興会法人会員代表者打出 孝彦 Ｓ53/Ｃ10

㈱Ｅアル 富山高専技術振興会法人会員代表者上田 一人 Ｓ58/Ｍ15

藤田 正良 Ｓ52/E9

金井 毅俊 Ｓ53/K５

㈱コラビエット 富山高専技術振興会法人会員代表者

富山高専技術振興会法人会員代表者

一谷 雅幸 Ｓ54/Ｍ11

富山市議会議員 富山高専技術振興会個人会員鋪田 博紀 Ｓ59/K11

㈱北陸経営 富山高専技術振興会個人会員種部 元仁 Ｓ63/E20

㈱大谷製鉄高清 徳義 H10/M30

長谷 治男 Ｓ44/Ｍ1

シードシステムズ㈱ 富山高専技術振興会法人会員代表者栗原 貞雄 Ｓ48/E５

富山高等専門学校 特任教授、コーディネーター浜下 朝夫 Ｓ44/Ｍ1

富山高等専門学校 機械システム工学科 教授高橋 勝彦 Ｓ56/K8

藤木 邦弘 S53/C10

吉田 功 H7/C27 シミックＣＭＯ㈱

青木 啓明 H9/M29 ㈱青木工業所 富山高専技術振興会法人会員代表者

高木 亨 H10/M30 富士通㈱

渡辺 亮介 H15/M35 ㈱ＮＦＡ Ｒ＆Ｄ
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　ほんごう会の皆さま、“はじめ
まして”令和4年4月1日に着任いた
しました國枝佳明と申します。
前職は東京海洋大学学術研究院
海事システム工学部門で教授を
しておりました。その前は(独)航
海訓練所で練習船の航海士、船
長として船員教育・訓練に従事しておりました。出身は
新潟県新津市（現新潟市秋葉区）で、雪に抵抗はなく雪
を見てはしゃぐ方ですが、寒さに閉口しているのは年齢
のせいかと感じております。
　私が船の世界へと進んだのは、「仕事で海外へ行ける
なんてラッキーじゃん。」という単純な理由で、その昔
は、海外旅行が今ほど簡単ではなく、今以上に多額の費
用が必要だったことから船に乗りたいと考えたわけで
す。お蔭で世界一周航海を2回、ロサンゼルスオリン
ピック記念航海、オーストラリア建国200年祭記念航海
などに参加させいただきました。
　世界一周航海は東回りで、日付変更線を越えるとリ
ピートと言って同じ日をもう1回繰り返します。往復航
海であれば、帰りの航海で日付変更線を越えた時にス
キップと言って次の日が無くなります。世界を東回りで
2周しているので、私は皆さんよりも2日多く生きていま
す、と言っています。

Yoshiaki Kunieda
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富山高等専門学校　校長
國枝　佳明

　ご存じのとおり富山高専は、2009年に富山工業高等専
門学校と富山商船高等専門学校が統合して富山高等専門
学校として新たな道を歩んでいます。最近では2017年度
入学生から全学科で数理・データサイエンス・AI教育を
実施しています。この教育プログラムは、文部科学大臣
から「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定
制度（リテラシーレベル）」に認定されました。この認
定制度は、学生の数理・データサイエンス・AIへの関心
を高め、これを理解し、活用する能力を育成することを
目的としています。令和2年度からは、各専門分野での
AI・データサイエンスの応用力を身に付けるため、応用
基礎レベルの教育プログラムを開始しました。また、令
和3年度からは、全学科1年生で「データサイエンスⅠ及
びⅡ」を開講するなど、継続的に教育プログラムを改
善、進化させるように努めています。
　このように社会のニーズに合わせ、日本のため、世界
のため、社会のために活躍できる人材育成のため、日々
改善に努めていいます。ほんごう会の皆さまには、今後
ともご指導ご 撻のほど、よろしくお願いいたします。
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富山高等専門学校 校長あいさつ



　母校は、開校してから早６０
年、第一期卒業生が「後期高齢者」
になろうとしている。この機会に
設立当初の記憶を「歴史」として
刻んでおこうと思った。同級生は
古い記憶を呼び起こし、後輩たち
は「温故知新」、未来に向かって
活躍して欲しい。物忘れ一歩手前
の昔話であり、記憶誤り等があれ
ばご容赦を。
国立富山高専の設立
　１９６３年(昭和３８年)３月、北陸３県で初めて富山
県に国立高専が設立されることが決定した。我が国の産
業の急激な発展に対応するため、従来の６、３、３、４
に加えて６、３、５という新制度の学校の誘致に富山県
が成功したものである。これは、富山・高岡地区の新産
業都市の決定とも相まって、マスコミで大きく報道さ
れ、県内の中学校の関心は一気に高まった。私の通う中
学校でも先生方が「腕試し受験」を大いに勧めたことを
記憶している。そして、翌１９６４年(昭和３９年)２
月、入学試験が芝園中学校と富山中部高校の両校で実施
された。私は芝園中学校で受けたが、会場に着きびっく
りした。何と、バスに乗って受験にくる学校もあったの
だ。なにしろ、競争率は全国一の２０倍であり、会場は
ごった返していた。受かろうという気は全くなく、気楽
なものであった。　同年４月１８日、開校式及び入学式
が新校舎でとり行われた。初代校長は野路末吉氏で、開
校宣言に続く挨拶の中で、君たちは、今日から生徒では
なく、大学生同様「学生」であり、「紳士・淑女」であ
る、この学校の校風と伝統の基礎は諸君一人ひとりにあ
る、という言葉は１５歳の胸に深く刻まれた。
高専生活
　家は入善の田舎なので寮から通学したが、渡された同
級生名簿を見てびっくりした。当時は「統計会テスト」
というものがあり、県内順位が公表されていたが、上位
ランク者がかなり入学している。石川県、福井県勢も同
様らしい。えらいことになったと思った。当時、寮の消
灯時間は２２時～２３時頃だったと記憶しているが、み
んなそれどころではない。電気スタンドに毛布をかぶ
せ、寮言葉で「盗電」を行い、必死に勉強した。巡回す
る寮監の先生も見て見ぬふりだった。また、１５の春に
親元を離れ、ホームシックになる者もあり、なんとか、
励ましあいながら生活した。とはいえ、それも１年、後
輩たちが入寮してくると、いつのまにか、先輩風を吹か
せていた。そのころの構内はぬかるみが多く、通学はい
つも長靴であり、ひと目見て「寮生」と分かったもので
ある。４年、５年になると上級生の寮になり、いまだか
ら言うが、よく寮監の先生を交えて麻雀したものだ。実
におおらかな時代であった。最も、麻雀は卒業後の世渡
りに大いに役立ち、当時の必須科目であった。寮といえ

Sukekazu Iwata
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岩田　助和

ば、１９６７年(昭和４２年)から１９６８年(昭和４３年)
に総代を務め、寮祭では、学校側を説得し、当時、若者
が熱狂したエレキバンドステージを決行した。時間に余
裕があり、寮には音楽に凝る人も多かった。また、初め
ての寮生バス旅行も行った。青春時代の濃き思い出であ
る。学校の催しは当然ながら公開し、近くの会社の女性
や女子高の生徒も招待した。これがきっかけで青春の１
ページを飾った人もいたのではないか。
　次は、クラブ活動である。私は、中学からやっていた
バレー部を立ち上げ、顧問の関場鐵也先生は私を初代
キャプテンに任命した。練習しようにも体育館はない。
寮の近くに屋外コートを作るため、皆でローラーを引い
てコートを作った。グラウンドもそうである。「高専」
という性格上、なかなか大会や練習相手に恵まれず、高
校、大学に丁寧な依頼状を書き、練習試合を行った。引
退間際には、思い出づくりとして、社会人等が参加する
富山県代表大会に出場した。なんと決勝戦に進み、これ
に勝てば東京だ、と意気込んだが敗退した。翌日の新聞
を見て大変悔しかったことを思い出す。その頃、寮の周
辺はうさぎが飛び回る田園地帯であったが、しばらくす
ると一軒のラーメン店が開店し、よくラーメン一杯で長
居したものである。また、「高専第一期」ということで
何事にも地域の協力が得やすく、なんとなく可愛がられ
ていたような気がする。
　卒業が近くなれば、いよいよ卒研である。私は当時、
我が国の最大課題であった「公害」に関心を持ち、都市
公害を選んだ。こつこつと市内を流れる河川の水質調査
を行い、富山県にもデータを提供した。河川下流は、黒
く澱み斃死魚類が非常に多く、大いに問題意識、危機意
識を持ったものである。その頃の我が国は、高度経済成
長のひずみがでて、連日「公害事案」が報道され、本県
も、カドミウム、水銀等の汚染が表面化し、全国の縮図
のようであった。

～「紳士・淑女」の皆様へ～
C1

元富山県環境科学センター所長
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社会人
　就職は県内外から数多くの求人がきたが、家庭の事情
もあり、県内の伸び盛りの大企業を選んだ。入社後す
ぐ、上司から、「君は卒研で公害をやっていたのだか
ら、当部門で初めての排水処理施設の建設をみてくれ」
と言われた。ビーカーを扱っただけなのにと戸惑ったが
やるしかない。業者に叱られながらようやく完成させる
と、こんどは、「３人の部下をつけるから、施設管理の
チーフになれ」との命令だ。２０歳を過ぎたばかりの若
造に部下をつけるとはすごい会社だった。この時代は、
公害国会や県議会が開かれ、諸法令に基づく届出書の作
成に一人で携わった。おかげで、給料よりも残業手当が
多かった月もあった。半面、若手であろうと裁量権も十
分与えられ、自由闊達な雰囲気だった。
　入社２年目になる直前、富山県が公害防止に携わる職
員を募集していると聞き、どうせなら卒研から一気通
貫、全うしてやろうと思い、試験会場の県民会館に出向
いた。大学生、大学院生、社会人が大勢いて驚いたが、
実務を経験したせいか、運よく新採職員として再スター
トすることができた。入庁当初は、高専第一期の県職員
ということで大変珍しがられた。その頃の本県は「公害
デパート県」の汚名を着せられ、知事直属の「公害課」
が設置された。私は、水質汚濁・大気汚染、産業廃棄物
など公害行政すべてを経験し、県内の多くの工場・事業
場に立ち入った。神岡鉱山にも行き、坑道にも入った。
今から思えば職員すべてが富山県の環境を守るのに必死
だった。当然、帰宅は遅く、泊まったことも度々あっ
た。正に、「２４時間戦えますか」だ。現在ではとても
考えられないことだが必死の日々だった。また、日本海
の環境保全のため、ロシア、韓国にも渡った。特に、ロ
シアは極東一帯、サハリンまで出向いた。これも今はと
てもじゃないが無理だろう。
　環境保全課長時代は、ダイオキシン、アスベスト問題
や「水の王国とやま」を掲げる中沖知事のもと、名水保
全に取り組み、議会委員会答弁や記者会見をこなした。
危機管理の部署でもあったため、最も大切にしたのは、
スピード感と現場感覚であり、県民、議員、マスコミに
は実感がこもる説明に努めた。その後、環境科学セン
ター所長を最後に県を退職し、高圧ガス団体の専務理事
として赴任した。すぐ、これまでの行政感覚から民間感
覚に切り替えた。一番の思い出は東日本大震災である。
あの頃は、オール電化真っ盛りの時代で、停電が長引
き、移動可能なLPガスが重宝がられた。しかし、ガス圧
力を調整する機器が被災のため供給できず、LPガスが使
用できない。このため、事業者の協力を得て、無償提供
された機器を福島県に送り大変感謝された。エネルギー
の多様化・分散化はエネルギー危機管理の基本である。
この団体はリーマンショックから立ち直り、組織基盤が
安定したことを見届け、後進にお任せした。

あとがき
　私は、三つの組織を経験したが、「環境・危機管理」
は一貫して天職であったと思っている。県退職後は、区
長や土地改良区役員などを務め、悠々ではないが自適生
活を送っている。小さい地区なので、今も複数の役員を
兼任しており、これまで婦人会を除き、ほとんど経験し
たのではないか。多様化、複雑化が急速に進む現代は、
リーダーは若い人でなければならない。私も最後は、少
し早めにバトンタッチをしてきたつもりだ。後を託され
た者は礼節の気持ちを持って上手に世代交代を進め、新
しい感覚で取り組めばよい。今の世は、コロナ禍、エネ
ルギー、脱炭素など問題は山積みしているが、逆に地球
規模で仕事の幅は広がっている。我々の時は、よく、高
専卒は真面目だが、「ゆとり・遊び」が今一歩、という
声を聞いた。産業界の求める即戦力の裏返しかと、深読
みした時もあったが、評価するのはあくまで外側の声
だ。今はどんな評価だろうか?現代は、より高度で広い
知識、技術が求められている。後輩諸君は、むしろ一貫
教育を基盤にしてどんどん上を目指して欲しい。基礎研
究に進むのも良し、専門技術者になるのも良し、広く浅
く、行政に進むのも良し。自分の人生だ、幅広く自由に
羽ばたけばよい。ただし、政治家になる人は、まず、身
を律することに徹し、特に「紳士・淑女」であるべき
だ。近頃、つくづくそう思う。
　最後になるが、そろそろ、富山高専卒のノーベル賞受
賞者が出て欲しいと願っている。
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　そうそうたる方々が寄稿されてお
られる同窓会会報に、私ごときに原
稿を書けとは、なんとまあ冒険心
（遊び心）のある役員様かと驚いて
おります。
まずはプロフィールから
　昭和４９年、機械工学科に補欠で入
学のＭ１１です。生来の勉強嫌いで順
風満帆とはいかず、幾多の留年の危機を何とか潜り抜け、どさく
さに紛れてまんまと卒業。成績が悪かったことから、就職先がな
かなか決まらなかったものの、地元の駐在さんから警察官募集の
勧誘を受け親が乗り気で、しぶしぶ受験したところ、見る目のな
い警察幹部のおかげで採用となりました。主に交通畑を渡り歩い
て勤続４０年、生来の勉強嫌いから、たいして昇進もせず、また
また、どさくさに紛れて円満定年退職。退職後は、再任用を勧め
られるも人に使われるのが嫌だったことから、実家の農地でド素
人の白ネギ栽培一人農業やってます。
　ひょんなことから、猫を飼うことになり、現在では１２匹の保
護猫と一緒に生活しています。好きな言葉は「猫の恩返し」です
が、１２匹も居るのに、いまだ宝くじの高額当選はしていませ
ん。まあ、こいつらが居るだけで癒されており毎日猫吸いまくっ
ています。
（猫飼っている方はわかると
思います）
　１０年前に妻に先立たれま
したが、もし妻が居れば「ぶ
らぶらしとらんと勤めに出ら
れ」「猫そんなに飼って馬鹿
じゃないが」ときっと言って
いたでしょう。巷でいう「没
イチ」であり、寂しさや将来
の不安もありますが、猫たち
との気楽な独身生活を謳歌しております。
学生時代の記憶
・旋盤壊した
一年生の旋盤実習の時、縦送りと横送りを間違えて旋盤を壊してし
まいました。教官ごめんなさい。
・アルバイト三昧
とにかく一生懸命に勉強したという記憶はほとんど無くて飲食店関
係のアルバイトばかりやっていました。郊外のレストラン、市内の
ステーキハウスレストラン、しまいには桜木町の某クラブでボーイ
もやりました。お姉様方から、ちやほやされて楽しかったなあ。
・卒業研究
卒業の関門である卒業研究いわゆる卒研、アルバイト三昧であった
ことから真面目に取り組まず相方に迷惑ばかりかけてました。相
方、元気してるかなあ。
警察官時代の思い出
　２年間所属していた管区機動隊、成田空港の警戒警備の任務での
事前教養で、過去に過激派から襲撃を受けて警察官に死者まで出た
と聞きました。戦争に行くのではない、警備に行くだけだと自分に
言い聞かせて、任務にあたったのですが徹宵警戒では、どこから襲
われるかとドキドキヒヤヒヤでした。

Tetsuya Ishisaka石坂　鉄哉

おちこぼれでした～人生なんとかなるもんだｗｗｗ
M11

・拳銃
警察官の三種の神器である拳銃、幸いにも訓練で撃つだけで、実務で
の発砲はありませんでした。
・死体解剖
主に交通畑を渡り歩いてましたので、めったに死体解剖は無いのです
が、多重事故で死因特定（どの衝突が死因なのか）の必要があり何度
か解剖の立会いをしました。ドクターの解剖所見をもらって、さっさ
と帰りたかったのですが好意か意地悪かわかりませんが、ドクターか
ら「君、閉腹してみるか」と有難いお言葉を頂き、弱みを見せられず
開き直って人生初めて、釣り針みたいな形の縫い針で解剖後のご遺体
のお腹を縫いました。
・柔道
職業柄、剣道か柔道の選択で柔道を選びました。なんとか２段を取得
しましたが、学生時代の武道と同じの弱弱であり、得意技としては、
その１「口車」、その２「逃げ腰」、その３「まる投げ」ってところ
でしょうか。
白ネギ栽培について
　農作物は手をかければかけるほど、ちゃんと応えてくれます。人様
から、「あんたんところのネギうまかった」「ネギ嫌いだった子供
が、あんたんところのネギなら食べる様になった」と聞くと、自分の
子供が褒められたように嬉しいです。とは言うものの、白ネギ栽培４
年目のド素人であり、出荷組合からもらった栽培マニュアルとユー
チューブ頼りで毎年毎年が一年生です。炎天下の農作業や極寒のなか
での出荷調製作業等身体的につらいことが沢山あり、また農業収入も
少なく、よっぽど会社勤めの給料の方が格段に大きいのではないかと
思いますが、一人農業の気楽さからは、もう離れられません。
最後に
　私は、学業とは全く異次元の警察官という職業に就き、また定年退
職後も農業をしています。警察の仕事も農業も経験を積むと効率を求
める上で何も考えず、ひとつの作業を省略することがありましたが、
省略したせいで元々やらなくてもいい作業が二つ増えることが多々あ
りました。「経験を積め」「マニュアル人間になるな」「応用をきか
せろ」とよく言われますが、あくまでも基本やマニュアルを十分熟知
した上での言葉であると気づかされました。作業効率を求める上での
作業工程の見直しは必要ではあると思いますが、営利を追求するあま
り誤った作業工程の省略により大変な状況に陥っている会社が有ると
聞きました。作業の基本やマニュアルができた過程の裏の裏まで読み
込んで仕事をするのが大事かなと思う昨今です。おちこぼれであった
こんな私が偉そうなことを言える立
場ではありませんが、経験上つい
思ったことを書いてみました。
　それと、役職と肩書きがどんなに
上だろうが五年間一緒に勉強した仲
間、寝食を共にした同期生は宝で
す。定年になれば只の人。ため口で
いいじゃないですか。楽しい人生
を。
人生なんとかなるもんだｗｗｗ
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役員の紹介

　同窓会の皆様こんにちは！私は今から
38年前の昭和60年に金属工学科を卒業
し、工作機械メーカーである日清工業に
入社しました。配属は技術部にて38年
間、機械設計に従事してきました。そし
て令和4年の9月に前社長よりバトンを渡
され、今に至っております。今回の「卒
業生だより」への投稿にあたり、過去の記事を拝見させていただきま
したが、皆さん素晴らしい学生生活を送ってこられた方が多く、私の
場合、皆さんに誇れるような5年間であったか？と考えた場合、少々
疑問に思える5年間でありました。特に4～5年時はアルバイトとバイ
クが記憶の多くを占めており、今考えるとあれをしておけば良かっ
た、これをしておけば・・・と思う次第であります。そんな中、楽し
かった思い出も沢山あります。5年時の卒業研究の期間ですが研究室
のメンバーと担当の先生の家に泊まりに行ったり、遅くなった時など
みんなで御飯を食べに外へ出たりして、メンバーや先生との距離が
非常に近くなった記憶が今でも思い出されます。
　その様な時間を過ごして今の会社に入ったわけでありますが、ここ
で日清工業を簡単に説明させていただきます。当社は両頭平面研削
盤、超仕上盤、その他専用研削盤を設計、製造、販売しているメー
カーであります。主力製品の両頭平面研削盤は当社も含め国内で3
社、全世界でも7社程度と非常にニッチな業界となります。日清工業
はこの中でも一番後発のメーカーではありますが、現在、世界シェア
No.1を誇っております。

　本社工場は八尾中核工業団地内に有り、国内営業所は本社工場内
及び大阪、愛知、埼玉にあり、海外は米国ミシガン州に現地法人、中
国(上海)に営業所があり、インド、メキシコ、韓国、台湾などに販売
代理店があります。従業員は現在96名(国内で従事している社員)と
なっております。主な取引先は国内と海外28か国の客先へ納入してお
り、国内外での売り上げの比率は、ここ最近では海外が6～7割程度と
なっております。
　それでは主力製品の両頭平面
研削盤について簡単に説明させ
ていただきます。両頭平面研削
盤とは向かい合った2枚のディス
ク状の砥石の 間に加工物を挿
入して、平行な2面を同時に加工
し、その2面の平行度、巾寸法及
び各面の平面度、面粗さ等の精
度を高精度に、且つ高能率に加
工する研削盤です。両頭平面研
削盤のラインナップとしては大きく分類すると2枚の砥石が上下に向
い合う立型と、左右に向い合う横型があります。そしてそれぞれに砥

石のサイズ(外径150～760mm)や加工方式により更にラインナップが細
分化されております。加工の対象となるのは自動車部品が多く、その中
でもブレーキディスク、ピストンリングの用途ではシェアが特に高く、
オートバイのブレーキディスクに関しては世界の約90％以上を当社の機
械で両面加工しております。また最近では電気自動車に搭載される駆動
モーター内のマグネットの両面研削用として、シェアトップを誇ってお
ります。それ以外にもベアリング、ロボット、建機、家電、医療機器、
測定器等の部品やセラミックス部品の加工にも多数採用されておりま
す。当社の機械の特徴は機械剛性が非常に高いということと、温度変化
に対して2枚の砥石の角度変位が非常に小さい為、安定した高精度加工
が可能になります。
　このような機械に38年間携わってきて、いろんな経験を積ませていた
だきました。元々、日清工業は大阪の豊中市に工場があり、私も入社後
6年半は大阪で勤めておりました。当時、箕面市に寮があって、毎朝6時
に出て、夜帰るのは10時以降といった生活でした。そのような時代背景
もあり、夜の９時頃にでも他県のユーザーから機械の調整を今から来て
やって欲しいという電話を受け、車で現地へ駆けつけて翌朝まで調整す
るということも何度もありました。今はこのようなことは有りません
が、当時はこれが当たり前の時代でありました。これも今となっては良
い思い出になっております。
　また、25年程前になりますが某大手セラミックスメーカーよりパソコ
ンのハードディスクに使う外径35mmのセラミックスリングの両面を平
面度0.7μm(7/10000mm)以下という精度に仕上げ、それを1秒に1個生産
出来る機械を作って欲しいと依頼が来ました。セラミックスの加工には
通常ダイヤモンド砥石を使いますが、この加工精度をクリアするには外
径355mmのホイールの端面の振れを機上にて精密に修正してやる必要
がありました。しかし、当時、ダイヤモンドホイールをそのように修正
する技術がなく、そこでロータリードレスという装置を開発しました。
それまでは砥材にアルミナや炭化ケイ素などを用いた一般砥石が多く使
われていましたが、この装置を開発したことにより硬い材料に対する切
味や耐摩耗性に優れているダイヤモンド、CBNを砥材に用いた超砥粒
ホイールを機上にて精密に形状修正することが可能となり、当社の両頭
平面研削盤に於ける砥石の超砥粒化に大きく貢献しました。
　現在、自動車業界では電動化の波が押し寄せてきており、我々が作っ
ている工作機械が多数使われていたエンジン等の装置が今後なくなりつ
つあると考えられ、その様な中、日清工業はいち早く、他の業界、又は
電動化に必要な部品の加工機を開発し、この大きな波に呑み込まれない
ような準備をしており、徐々にその成果が出てきております。小さな業
界ではありますがトップのポジションに居たら、いろんな企業から開発
段階で研削加工の相談を頂くことも多く、成功すれば他社より先行する
ことが出来、非常に有利な立場でその後の競合を進めることが出来ま
す。この状況を維持することは簡単ではありませんが、これからの時代
を生き抜くには、今の立ち位置を守り続け、与えられたチャンスをもの
にしていくことが重要であると考えます。
　これからの時代を支えていく学生の皆様、就職活動に於ける選択肢は
沢山あり悩まれることと思います。安定・安心を求めて大手企業を志向
するのも良いとは思いますが、当社のように100人にも満たない小さな
集団でも世界の一流企業に認められ、対等にお付き合いをさせて頂いて
いる会社もあります。このような会社でやりたいことを思いっきりやっ
てみるのも悪くはないと思います。仕事上いろんな場面で富山高専に限
らず高専出身者の方と出会う機会は多く、なぜか毎回勝手に親しみを感
じてしまい、仲良くさせて頂くことが多かったように思います。これか
らもどこかでお会いしましたら声をかけて頂けたら嬉しいです。もちろ
ん、八尾にあります工場を見学希望される方がございましたら、いつで
も歓迎致します。

To the future
Since1969 

K12Fumitaka Takiuchi

日清工業株式会社　代表取締役
滝内　史貴

「小さな企業ですが、世界に大きく羽ばたいています」



　高専を卒業した1986(S61)年春
から37年が経ちました。皆様お
久しぶりです。今回は、北陸電
力に焦点があたったようで、高
専(本郷キャンパス)出身者で活
動する「本郷会」の会長を務め
る私に寄稿の声掛けをいただき
ました。寄稿の依頼を受けて、
実家の古いミカン箱から卒業ア
ルバムを開きました。恩師や同級生等との数々の場面が
よみがえってくるもので、暫く余韻に浸っていました。
卒業生の会=「本郷会」で顔合わせ！
　現在、本郷会の会長を拝命していますが、コロナ禍で
3年間は開催ができず、会長交代の機会も逸してしま
い、唯々務めているのが現状です。とはいえ、諸先輩方
が当社の出身者に声掛けし本郷会を結成されたおかげ
で、在籍する在職会員120余名、OB会員約20名を有する
組織となり、恩師の方々も含めて開催を案内すれば、毎
回30～40名程が集い、近況報告等で大盛り上がりしてい
ます。同じ会社にいても担当部門が違えば会う機会は殆
どなく、本郷会で集わなければ高専つながりにも気づか
ないこともしばしばです。
　近年の開催は、年齢問わず気軽に参加してもらえるよ
うな場所を選定し、居酒屋の雰囲気で酒を酌み交わして
いました。従って集合写真を失念していたようで、古い
写真の掲載となっています。コロナウィルスの収束後
は、また賑々しく語り合い、集合写真に収めたいもので
す。

Yoshio Nakagawa
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北陸電力株式会社　富山新港火力発電所　次長
中川　義雄

電力システム改革で北陸電力が真っ二つ！
　北陸電力は2021年に創立70周年を迎えていますが、
2020年に大きな会社分割がありました。それまでは「発
電・送電・配電」一貫体制で安定供給を果たしていまし
たが、2011年3月に発生した東日本大震災以降、太陽光等
の再生可能エネルギーによる発電事業者(新電力)が急増
し、新電力から需要家へ届けるための送配電事業を担う
部門(送電、配電等)は北陸電力から切り離し、中立性を保
つ会社として独立する法律が制定されたことによるもの
です。当社に在籍していた5000人程の人員は、元々の北
陸電力と、新たに誕生した北陸電力送配電とに分かれる
ことになりました。私が所属する富山新港火力発電所
は、北陸電力となっていますが、送配電部門等の方とは
別会社となってしまいました。高専出身者も同様にそれ
ぞれの会社で勤務していますが、本郷会は今後も一体と
して継続していければと思っています。
私の会社人生
 〇 入社～30歳台後半の19年間
～火力発電所のオペレータを目指して！～
　北陸電力に入社し火力部門に配属され、最初の職場は
富山火力発電所でした。神通川の河口西側に、白地に青
ラインが鮮やかな煙突がそびえたつところです。
　現在の富山火力発電所は、老朽化した設備の廃止によ
り４号機１台のみとなってしまいましたが、入社した昭
和61年当時は、大型のボイラ・タービン等の発電設備を4
機有し、大電源を富山・北陸エリアへ供給する役割を果
たしていました。新入社員時代は、誰もが経験したと思
いますが、先輩方の背中をみて学び、厳しい指導を受
け、現場を走り回り汗していたことが思い出されます。
火力発電所だけに夏場の汗は想像を絶するものでした。
そんな時を積み重ね、火力発電所のオペレーター(中央制
御員と呼んでいます)として現場へ指示を出す立場となっ
た時には、緊張感の中にもやりがいを感じ、安定運転・
安定供給の役割を果たせていることに充実感がありまし
た。また、頑丈そうな機械であっても、時には繊細なも
のであることを知ることもありました。ポンプの軸受け
からの僅かなカラカラ音が聴こえ、油面計の下部が濁っ
ていたとき、その後の分解点検で軸受けの破損(ティナー
リングの割れ)が発見されました。油の濁りは破損した部
品が削られた摩耗粉によるものでした。小さな異常で発
見することの大切さを学んだ瞬間であり、巡視点検で五
感を研ぎ澄ますことの大切さを知りました。その頃先輩
方から聞いたことですが、KKDH(感と経験と度胸とハッ
タリ)が大切だとのことでした。どれ一つ欠けてもダメだ
とよく言われた気がします。経験に基づく感！が閃いた
時に度胸とハッタリが時には必要で、物事が解決し前進
するものだと、今でも感じています。

 

目の前にある仕事をコツコツと！　時にはKKDH！
E18
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To the future
Since1969 

〇 30歳台後半～40歳台までの12年間
～ one for all　all for one ！～
　そんな火力三昧の会社人生が一変することとなったのが、
2005 (H17)年の労働組合の専従としての出向でした。これまでと
は全く違う未経験の世界に来たことに戸惑いだらけで、労使協
議や、他企業の労働組合との活動など、初めて経験することば
かりでしたが、あふれるほど多くの社内外の人たちと出会い、
時には酒を酌み交わしながら労働運動について話し合う時を過
ごしました。労働者の抱える悩みと向き合うことも多々あり、
相談されることも多く、生活相談室や弁護士を頼って訪問した
こともありました。完璧ではなくても相談相手から感謝された
時のうれしさは、自己満足もありますが活動をするうえでモチ
ベーションになっていました。相手の話に耳を傾け、解決に向
け一緒に考えることの大切さを感じていました。
　貴重な海外視察の経験もできました。エネルギー産業として
進める原子力政策に関する活動もあり、放射線廃棄物の最終処
分方法として実現が近づいていた海外の地中処分地を訪ねる企
画があり、フィンランドのオンカロ(フィンランド語で「洞窟」
を意味する)と呼んでいる地中処分地(地下約450メートル地点)を
訪れました。「百聞は一見に如かず」実際に見聞きしたもの
は、理解活動を行う上で大きな力となっていたと思います。

〇 50歳台～現在までの約6年間
～ 地元との信頼関係を大切に ！～
　2017 (H29)年に組合専従を退任してからは、富山新港火力発
電所に配属され、地元対応や見学対応等に就いています。今か
ら約6年前の当時は北陸電力初のLNG1号機建設工事の真っ最中
で、毎日千人規模の工事関係者が出入りし、計画的に進められ
る工事と人の動きに圧倒されました。工事が進捗する毎に、地
元への訪問・説明を繰り返し、営業運転を果たした時には感慨
ひとしおでした。立地地域の方々との関係の大切さを感じ、丁
寧な説明や日頃からの理解活動の必要性を感じた建設工事期間
でした。富山新港火力発電所は、LNG・石炭・石油の3種類の
燃料を貯蔵し消費する国内でも珍しい発電所であり、北陸エリ
アでは最大の発電量を誇り、地域の信頼を維持しながら安全・
安定運転に努めているところです。コロナ禍前までは、年間二
千人を超える見学者を受け入れていましたが、現在は中止して
います。いずれ見学が再開されるとは思いますが、火力発電所
の役割を多くの方に知ってもらい、地元地域の方々とも良好な
関係を築き信頼の向上に努めていければと思っています。
〇 会社生活を振り返り思うこと！
～ 若い人たちに伝えたいこと ～
　37年の仕事経験からは、目の前にある仕事をコツコツと手を
抜かずやっていれば、誰かが見ていて、いつか必ず評価される
ものだと感じています。与えられた仕事や気付いたことをやっ
てきたことの繰り返しが、今の道を辿ることになっていると思
います。正解は無いと思いますが、今の自分があるのは、諸先
輩方や同僚達のおかげと思っています。
　現場には実機がたくさんあります。実機と直接関わる経験
は、単に技術技能の習得に限らず、経験値を高め、自信につな
げることで成長させてくれます。失敗ができない世の中になっ
てきていますが、寛容な気持ちと、適切な指摘は、いつの時代
も必要なものだと感じています。世の中が複雑になり、AIや
IoT、ビックデータの活用により自動化が進んだとしても、人
が大切であり、コミュニケーションを取りながら人間力を磨い
ていくことが必要だと思います。
おまけ
～休日の過ごし方 ～
〇 田んぼにずっぽり！畑は実験！
　農家なので週末は田んぼの世話にそれなりの時間を費やして
います。先祖の土地を守るくらいしか目的は無いかもしれませ
ん。ですが、田んぼの合間に実験のつもりで始めた野菜作り
は、収穫があれば自己満足しています。落花生は6年目、スイ
カは4年目、里芋・トウモ
ロコシ等々に今年も挑戦
する予定で、失敗も多い
ですが自然の恵みには感
謝しているところです。
少しは畑談義にも付き合
えるようになってきたか
と思います。今年も実験
継続します。
～ 最後に ～
　最後までお読みいただきありがとうございます。まだある会
社人生と余暇とのバランスを大切にして、これからも毎日を過
ごしていきたいと思っています。健康である限り忙しく動き回
りたいと思います。



　1988年3月に富山高専機械工学
科を卒業してから、早いもので35
年が過ぎた。卒業した時には、今
の自分を想像もしていなかったよ
うに思う。卒業後に勤めたのが、
現在も働いている株式会社不二越
だ。当時は、長男ということもあ
り、地元の企業で家からも通え、
今まで学んできたことも活かせる
と思い、安直ではあるが不二越を希望し、縁があって勤め
ることが出来た。不二越は、ドリル、エンドミル、タッ
プ、ホブ、ブローチなどの工具、自動車用、産業用軸受、
油圧機器、自動車向け油圧機器、ロボット、特殊鋼のマテ
リアル、ブローチ盤などの工作機、熱処理設備のサーモ
テックなど事業内容は多岐にわたる。その中で、私は入社
から35年油圧部門の製造で、その内23年間は生産技術に従
事してきた。生産技術一筋で、ロボットを使用した自動化
ラインの構築、新規製造ラインの立上げに携わってきた。
今は、その油圧事業を束ねる油圧事業部長として従事して
いる。入社時には自分がとてもそのような立場になるとは
考えてもいなかった。
　さて、私が働いている油圧事業部の商品は、大きく建機
商品と産機商品に分けられるが、建機商品は、皆さんが街
中の工事現場などでよく見るショベルカーに使われる走行
モータや旋回モータ、油を流す人間でいう心臓のような役
割のポンプ、油圧の流れを切り換えるバルブ、油圧配管を
とり回すための継手となるロータリーセンタージョイント
がある。走行モータはショベルカーを前進後退させるため
の油圧モータ、旋回モータは人が乗っているキャビンを回
す油圧モータである。当社は、6トン未満のミニショベルの
分野で走行モータは世界シェアトップとなっている。
　また、産機商品については、低騒音化、コンパクト化、
省エネルギー化をキーワードとした油圧ポンプ、バルブ、
それらを組み合わせたユニットがあり、工作機械分野、鍛
圧、一般産機分野で使用されている。
　そのような商品を生産する工程の設計から設備・刃具・
治具手配、量産までの立ち上げを生産技術としてずっと
やってきた。言うまでもなく、加工をする際に使用するド
リル、エンドミルなどの工具は、工具部門に相談したり、
自動化ラインで使用するロボットについてはロボット部門
に協力をしてもらったりした。多岐にわたる事業を持って
いる不二越だからこそ出来た経験だと思うし、その点は生
産技術者としての自分に十分すぎるほど大きなアドバン
テージになっていたと、今になって思う。また、数学、材
料力学、材料、統計学（品質管理）、情報処理など実際に
学生時代に学んだことや、製図、鋳造、きさげ、旋盤加工
などの実習で得られた知識もなかったら到底やっていけな
かったと思う。

Kazuyoshi Ichikawa
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株式会社不二越　執行役員　油圧事業部長
市川　和愛

　入社して2年は、実際に物をつくる現場で保全業務をしてい
たが、徐々に保全だけではなく自身で生産ラインを構築した
いという気持ちが抑えられなくなって、自ら生産技術を志願
した。それからは、先に述べたように23年間生産技術一筋と
なった。そこでは、実際には毎日が勉強だった。製造工程に
関わる知識のみならず、改善などの手法などいろいろな知識
を日々学んでいかないと、生産技術者として社外の設備メー
カには認められないと考えていた。勿論のこと、分からない
ことがあって悔しい思いもたくさんしている。そんな中で、
品質工学との出会いが、私自身を大きく変えたと思う。生産
技術者としての考え方だけでなく、仕事に対する意識、姿勢
まで変えられたと感じている。もともと数学は好きだった
し、統計学、ばらつきの話しは嫌いな方ではなかったので親
しみやすかったのかもしれない。ただ振り返ってみると、学
生時代に学んだことを活かし、品質工学で自身の考え方、意
識を変えられたことが、人生の転機であることは間違いな
い。
　また、生産技術で新しい生産ラインを立ち上げていて、新
しく考えたことを実際の形にする難しさと、変化に対応して
変えることの大切さを痛感してきたことも確かである。
　自動車のＥＶ化をはじめ、今世界は予想をはるかに上回る
スピードで変わっている。ダーウィンの言葉に、「最も強い
ものが、あるいは最も知的なものが、生き残るわけではな
い。最も変化に対応できるものが生き残る。」とある。変化
を恐れては何もできない。絶え間ない変化を受け入れなけれ
ば、何ひとつ良いことを享受できない。だからこそ、今求め
られるのは、変える意思と変化に対応する頭の柔らかさ、考
えたことをまずは
やってみることだと
考える。それには、
裏打ちされた知識、
経験が必要になる。
学生時代に学んだこ
とは必ずどこかで活
きてくると思うし、
そのためにも日々新
しいことを学んでい
くことも大切だと考
える。仕事は問題が
あるからある。それ
をクリアしていくた
めに何が必要かを考
え、最後は自分に
返ってくると信じて
行動して貰いたい。

卒業してからの35年を振り返って思うこと
M20



～卒業してから～
　C21の露木（旧：
水口）です。1989
年に卒業し、株式
会社 富山富士通
（現：富士通株式
会社）に入社しま
した。その頃はま
だ携帯電話やイン
ターネット、PCが
一般的には利用されていない時代。その年、富山八尾中核工
業団地に新しく設立したそのIT企業に一期生として入社し
ました。（目新しさに飛びつきました！富山で就職したはず
が静岡勤務となったのは想定外でしたが）入社後、静岡県に
新人数百名が集合しての研修が始まり、初めて富山を離れて
の生活が始まりました。研修期間中、配属予定先に所属され
ていた沼津高専ご出身の先輩が、私が高専出身ということで
激励しにきて下さったことがとても心強く嬉しかったことを
覚えています。
　配属後は、当時企業で多く利用されていた大型汎用コン
ピュータへのソフトウェアの組み込み、その後パーソナルコ
ンピュータが主流になってからはアプリケーション開発と、
いくつかの職務を経験しました。現在は、社内システムの運
用に携わっています。社員10万人以上が利用するシステムを
継続して安定稼働させるために日々システムを管理・監視す
る、言わば、縁の下の力持ちのような役割です。高専で専攻
していた工業化学とは違う分野ですが、システム状態の少し
の変化や異常に気づき原因を調査していく作業は、担任だっ
た篠田先生の研究室で、卒業研究課題の分析データを採取し
考察した作業とも似たものがあり、当時を思い出します。
　入社してから35年。IT技術は格段に進化し、特にここ数
年はコロナ禍の影響もあり、業務の進め方や働き方、ライフ
スタイルは大きく変化しました。例えば、ハード・ソフト
ウェア、利用状況など複合的に状況が変化する中、自分の限
られた経験や想像が及ばない事象に遭遇したとき。現在は社
内SNSなどのネットワークを通じて、地域や時間に関係な
く、面識のない多くの有識者と情報を共有し、知見を得るこ
とができます。複数のチャネルで並列に会話することも可能
です（数あるチャネルで迷子になることもありますが
(笑)）。それらを利用して運用業務に奮闘しています。そし
て今も昔も、その先には優秀な頼れる仲間の存在がありま
す。それに支えられて、35年もの間この仕事を続けられてい
ます。
　また、現在は働く場所や時間など、勤務スタイルを選択で
きるようになりました。多様化する個人のライフスタイルに
寄り添う勤務スタイルの変化です。毎日会社に出社して皆で
顔を合わせて会話する光景は懐かしいですが、ワーケーショ
ンされている方、育児や介護をしながら仕事をされている
方、様々な働き方をお互いに尊重しています。私は４年程前

Hiroe Tsuyuki
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富士通株式会社　沼津工場
露木(水口)　裕恵

に大怪我をし、リハビリしながらのテレワーク生活を始めまし
た。怪我は完治しましたが、その間コロナ禍となり、この約４年
間自宅からのテレワーク勤務を継続しています。テレワークでの
勤務は最初は戸惑うことが多々ありましたが、今は朝や 間時間
にオンラインでの習い事を始め、それがきっかけで新しい繋がり
ができたり、時々シェアオフィス勤務で気分転換したりと、テレ
ワークの強みを活かして逞しく成長しています。この年齢での学
びは楽しいです。
～高専の思い出と在校生のみなさんへ～
　富山高専では、私は硬式テニス部に所属していました。はじめ
は男子部マネージャーでしたが、２年生の時に数名の女子と硬式
テニス部 女子部を創設しました。富山高専で初めての運動部 女
子部だったと思います。当時担任だった尾崎先生、女子部顧問の
田島先生に大変お世話になりました。設備の新設、試合への参
加、運用・技術面、すべてが初めての経験で手探りでしたが、少
しずつ部員も増え、部としてチームが形成されていきました。そ
の形成に当事者として立ち会えたこと、少数派の高専女子も運動
部で思い切り活動できたことに感謝しています。スポーツで得ら
れる爽快感が忘れられず、その後、スキー、登山、ゴルフ、と
色々なスポーツにチャレンジしています。ゴルフの練習では５年
生の体育授業で松井先生にビデオを見ながら楽しくゴルフを教え
ていただいたことを思い出します。
　在校生の皆さんには、高専の５年という月日、恵まれた環境・
空間を充分に味わっていただきたいです。そこで得た経験は、こ
の変化の多い時代に、変化の波の中で軸足の置き場所を見極め推
進していく力となることと思います。その波が私たちをとりまく
環境や生活により良い変化をもたらし、世代を超えて私も一緒に
体験できることを楽しみにしています。
　話は少しそれますが、最近、父が近距離モビリティ「WHILL」
という乗り物を購入しました。若い頃は車、業務用トラック、
オートバイと色々な乗り物に乗っていた父は、75歳になるとさっ
さと運転免許証を返納し、今では新しい楽しみを見つけたようで
す。これまでも病気のたびに前向きに努力してきた父ですが、そ
の時々の状況を受け止めて新しいことにチャレンジしていく姿に
多くのことを学んでいます。私も人生100年時代を楽しむべく好
奇心を忘れずにいたいです。
～あとがき～
　今回、同じく富山高専卒業生の兄からの寄稿依頼がきっかけ
で、同級生と久しぶりにグループLineで連絡を取り合いました。
時々、現役富山高専生の甥から学校生活の様子を聞いて懐かしん
でいましたが（家族ぐるみで富山高専のお世話になっていま
す）、この原稿を書くにあたり思い起こすと、卒業して約35年が
経っていたことに驚きました。それと同時にその長い年月、同級
生と繋がりがあることを確認できたことは嬉しい出来事でした。

「富山高専を卒業して」
C21

To the future
Since1969 
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　同窓生の皆さん、いかがお過ごしでしょうか？
　今回は関東地区で開催している電気工学科卒業生の集
まり、【電友会】について紹介させていただきます。電友
会は１期生の先輩方が近江先生の退官のお祝いを富山で
行った際、翌年に”関東で開催しよう”という発起で集まっ
たのが始まりです。
　第１回は１９９０年２月バブル絶頂期に開催され、電友
会の幕が上がりました。当初は今とは違い、ＳＮＳ、メー
ルなどのコミュニケーションツールが無かった時代、会社
関係、電話、手紙等で案内を行い、参加したのを懐かしく
思い出します。
　電友会は、1期生から幹事を持ち回り、会場の手配など
を行い、恩師の先生方を招いて歓談、近況報告をすると
いった内容です。参加いただいた先生方は宮下和雄先生、
(故)高藤先生、(故)近江先生、武田先生、小川先生、貴堂先
生、亀田先生、櫻井先生だったと記憶しています。当初は
４０名を超える参加者がいたかと思いますが、高専生の卒

E11

第７回電友会(１９９６年２月)　中央の先生は、左から近江先生、宮下和雄先生、高藤先生

業環境が就職、大学編入等と変遷するにつれ、参加対象
者が減少していきました。（就職で関東方面に出てくる
方も少なくなっていたようです。）
　Ｅ１３期くらいまではほぼ毎年開催していましたが、
Ｅ１４期あたりから参加対象に連絡がつかなくなり、た
まにＥ１９期などが参加すると”新人さんいらっしゃい”状
態の楽しい会となりました。近年の開催でも２０名前後
の参加者がありますが、若い参加者がいないので若返り
策がないかが話題になります。そして、ここ３年間はコ
ロナの影響で開催できておりません。
　次回は第３０回を迎え、バブル、リーマンショック、東
日本大震災等の激動の社会をいかに乗り切ったかなど歓
談できたらと思います。関東にお住いの卒業生の皆様、
機会があれば是非電友会にご参加ください。よろしくお
願いします。



　コロナ前の2019年。お盆休みに富山市内の某ホテルにて
柔道部恒例の柔道部OB会が開催されました。会員数200名
より約60名が参加し、大いに盛り上がりました。思い出の
写真を飾ったり、「一番●●だったのは誰だ？」という簡
単な余興的なものをしたりと、お酒の力も加わり、あの青
春時代にタイムスリップしたこの上ないひとときでした。

　その日の舞台裏での出来事。長年顧問をしてこられた松
井紳一郎先生に呼び出され柔道部OB会発足50周年記念誌
を発刊してほしいと依頼されました。富山高専柔道部と言
えば、全盛期は全国制覇を何度も果たした名門中の名門で
す。先生が私のような者を編集部に選任したのは、富山在
住で年齢もそこそこ、今も柔道に携わっているという単純
な理由と理解しておりますが、いざ大役を終えると今回編
集に携わることができて本当に良かったと感じておりま
す。
　高専は５年制ですので上下４代の先輩・後輩の顔がわか
るわけですが、50年以上の歴史があると、知らない方々、
知らない時代のほうが圧倒的に多いわけです。寄稿の依頼
案内を出し、徐々に原稿が集まってくると、自分の知らな
い高専創成期の大先輩方に始まり、直近の卒業生まで、点
と点が一本の太い線になっていくのを感じました。そして
出来上がった記念誌を前から順番に読み進めて行くと「線」
というより、もはや「道」という感じがしました。時代背
景や環境が刻々と変わっていく一方、終始一貫基本的な校
風、特にやらされるわけではなく、学生が主体的に目的意
識をもって部活動に取り組む伝統は変わっていないことも
わかりました。また、面白エピソードに思わず笑ってし
まったり、近況報告に驚いたり、写真や試合成績から当時
を振り返ったりと、思い出をカタチとして残すことができ
ました。コロナもあって企画から発刊まで少し時間を要し
ましたが、編集員としても満足のいくものになりました。
また、富山高専には柔道部以外にもたくさんの部活動があ
りますが、その中でこのような記念誌を一番最初に発刊できた

C25
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2019年開催の柔道部OB会（松井紳一郎先生ご夫妻）

日本ベテランズ国際柔道
大会（講道館）
左側が鷹取慎也さん、
右側が筆者

のが柔道部だと松井先生からお聞きし、誇りに思いました。今
たまたまこの文を目にした皆さん、ぜひ思い出をカタチに残す
ことをお勧めします。
　さて、ここで私の個人的な話を少々書かせていただきま
す。現在、富山市内の医薬品関連の会社で工場勤務をしな
がら、いまだ柔道と付き合い続けております。「継続は力
なり」が信条でして、週の半分は柔道衣に袖を通しており
ます。少年柔道教室の指導、中学のエキスパートコーチ、
審判や協会役員としての業務など、おかげさまで充実した
日々を過ごしております。
　さらには競技者としても絶賛奮闘中です。もともとそん
なに強くもない私ですが、縁あって形（かた）競技に取り
組むことになりました。柔道にはみなさんご存じの試合形
式のほかに、空手などで見たことがあると思いますが形競
技があります。私は同じ高専柔道部の後輩、鷹取慎也さん
（E29）とペアを組み、固の形（かためのかた）という種
目に挑戦し、今年で6年目。令和4年度には念願の全日本柔
道形競技大会出場を果たし、更にはその成績が評価され、
全日本柔道連盟の強化指定選手にも選ばれました。また、
今年1月に開催された日本ベテランズ国際柔道大会では優
勝することができました。通常の試合ではどんなに練習し
ても素質や限界があります。間違っても私が全日本大会に
出場することはできないでしょう。でも、形ならこんな私
でもまだまだ上を狙えるチャンスがあると信じて、本気で
取り組んでいます。50歳になった今、30年前と変わらぬ青
春を過ごしている感じです。
　最後に。この原稿をたまたま目にした方、とりわけお若
い方には仕事以外にも何か打ち込めるものを持っていただ
きたいです。趣味でもいいし、子育てでもいい。人生を豊
かにできる生きがいみたいなものが一つあると、充実した
日々が過ごせると思います。また、それが誰かのためにな
る、誰かに感謝されることならば最高だと思います。

令和4年度全日本柔道
形競技大会（講道館）
右側が鷹取慎也さん、
左側が筆者



　私たちC３女子、４名は２０２２年１２月５日、金沢の
奥座敷、湯涌温泉に宿泊。ホテルは料理良し、温泉良し。
深夜、運命のFIFAワールドカップ、クロアチア戦を応援
するも残念！翌６日は、石川県立図書館(館内のオシャレ
なカフェでモーニングコーヒー)、石川県立美術館、兼六
園の雪吊りを鑑賞。その後、卯辰山からの景観、老舗のス
テーキ屋さんなど五感を充分活性化させてくれました。富
山に着く頃には見事な虹が。初冬の金沢小旅行を満喫し、
次の元気な再会を約束しました。

C3
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　今年もオンライン・クラス会を1月１５日に開催しまし
た。コロナ禍でリモートワークに利用しているＴＶ会議を
活用したクラス会が安全＆気軽にできるのではと考え、
３年前に準備を始めました。しかし、連絡が取れない方や
ＴＶ会議環境未整備の方も多く、悪戦苦闘の末に何とか定
期的に開催できる様になりました。
　今年は小川先生と同級生８名が参加し、それぞれの近況
報告や過去の思い出話を楽しみました。
　卒業後は各地に散ってしまっていたため、このオンライ
ン・クラス会は再会する良い機会となりました。オンライ
ン上では遠方に住む同級生たちも簡単に参加することがで
きるため、地理的な距離を超えて交流を深めることができ
ました。
　最後に今後の再会の話し合いも行いました。今年は72歳
卯年の節目でもあり、対面での再会を計画し一泊二日の観
光を兼ねて開催することを決めて閉会しました。
　小川先生には毎回ご参加頂き、ありがとうございまし
た。
　尚、本クラス会の様子は動画や写真でGoogleアルバムに
ＵＰして同級生達がいつでも閲覧できる様にしています。



　２０２３年１月３日機械工学科第15回生同窓会を開催し
ました。２０１２年正月の第１回開催時に”次回は還暦を
迎える２０２３年に集まろう！”　と約束してから早や１１
年が経ち、コロナ禍を乗り越えての第２回開催となりまし
た。
　自身やご家族の事情により、残念ながら欠席となった方
もおられましたが、恩師の田島先生をはじめ１４名が参加
しました。ＡＮＡクラウン富山ホテルの『富山城』が正面
に見える素晴らしい会場で、１１年の歳月を感じながら
も、変わらない仲間たちとの思い出話や近況を報告し合
い、久しぶりに懐かしいひと時を過ごしました。卒業から
４０年の年月が過ぎましたが、私たちはあの頃の友情や絆
を忘れてはいません。最後に記念撮影を行い、これからも
定期的な交流を続ける事を誓いあいました。
　同窓会開催にむけ、ご尽力頂いた皆様に感謝致します。

M15
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To the future
Since1969 

第２回Ｍ１５クラス会

　2022年12月29日(木)に同窓会を開催したことをご報告致
します。参加人数は8名でした。今年も安定の開催です！
　今年の幹事は沢田智之さんでした。幹事は海外出張で
不参加でしたが、現地から店の予約を段取りしてもらい、
リモートで乾杯の挨拶をしていただきました。
(現地時間夜中の3時！)
　皆さま2023年も宜しくお願い致します。

M43

M30

　4月22日、ゆ～とりあ越中にてM30の同窓会を行いまし
た。2021年度に冨田先生が定年を迎えられたお祝いと、コロ
ナ禍の影響も落ち着いてきたタイミングでの開催ということ
もあり、今回はクラスの約半数に当たる19名の参加者があ
り、皆元気で笑いの絶えない同窓会となりました。
　宴会前にホテルに到着した際には、宿泊者の部屋に集合し
てにぎやかな自己紹介を終え、宴会場へ。同窓会会報
VOL.25の通り、同窓会中でも先生の大好きな「エーデルワ
イス」の歌から始まり、盛大な宴となりました。
　冨田先生はM30の私たちにとって、入学時から2年間のク
ラス担任であり、英語の教師でもあります。冨田先生といえ
ば英語の授業中、文節の切れ目に「バッツ～ンっ！！」と大
声で叫ぶのが名物でしたが、宴会中にも炸裂して、「先生ま
だまだ現役行けるんじゃないか。」と歳を疑ったぐらいでし
た。先生、いつまでもお元気で。
　卒業してから四半世紀。姿かたちは多少変わっても変わら
ない仲間たちとの再会。やっぱり同窓会は良いものですね。

M30同窓会&冨田先生定年お祝いＭ43クラス会



16

2023年8月発行　〒939-8630 富山市本郷町13番地　富山高等専門学校本郷キャンパス同窓会　発行責任者：長浜 啓一　制作：株式会社 イータウン

ほんごう会事務局

令和５年度　ほんごう会定期総会

申込みは、ほんごう会ホームページ・右のＱＲコード・メールにて、10月31日までにお知らせください。

　会員相互の親睦と母校の発展を図るため、4年
振りに「大ほんごう会」を開催いたします。
　恩師の先生方にもご参加頂く予定です。学生
時代の想い出、近況報告、企業の情報交換、転
職情報など、参加されるみなさにとって有意義
な時間になればと思っております。クラス会を
兼ねての参加も大歓迎です！
　参加される先生方は、決まり次第ほんごう会
ホームページにお知らせします。
　多数の皆さんのご参加をお待ちしています。

定期総会（4階）　15時～16時20分
基調講演
講師：東京都市大学　教育開発機構　教授　伊藤通子
演題：仕事も、子育ても、介護も、学びも、諦めない人生を！

（ 講師プロフィール）
昭和54年に富山工業高等高専学校(工業化学科)卒業後、
本校技術専門員として35年間勤務
東京大学大学院特任研究員を経て、平成29年度より現職。

懇 親 会（2階）　16時20分～18時30分

C11

1 課外活動指導員を募集しています！

　みなさん、こんにちは！富山高専本郷キャンパスの学生主
事をしているE15佐藤圭祐です。
　現在、土日などのクラブ活動(特に運動部)の引率は顧問教
員が行っております。しかし、教員数が減ったことなどで引
率教員の手配が難しくなってきております。このため、昨年
度より「課外活動指導員」という制度を設けて、学外の方を
雇用し、休日などの顧問教員の都合がつかないときに指導員
の方に代わりに引率をして頂いているところですが、なかな
か人が集まらないのが現状です。卒業生の方で、土日などに
クラブの引率に協力して頂ける方がいらっ
しゃいましたら、ぜひ右のQRコードのハ
ローワーク求人検索から「富山高等専門学校
課外活動指導員」と検索し応募してくださ
い。ご協力よろしくお願いします。

令和５年度定時理事会開催

　令和5年度ほんごう会定時理事会が6月22日に開催さ
れ、提案された5件の議案は全て承認されました。同時に
役員改選の審議も行われ、今後3年間の役員(P2)が決まり
ました。詳細はほんごう会HPに掲載します。

2

次第

日時：令和5年11月18日（土） 15時～18時30分
場所：オークスカナルパークホテル富山
　　（富山市牛島町11-1  TEL 0120-372-555）

会費：定期総会（講演会含む参加費無料）
　　　懇親会（参加費7,000円）
　　　どちらかのみの出席も出来ます。

会員情報変更手続き

　ほんごう会ホームページより、会員情報の変更が出来
るようになりました。住所・勤務先・連絡先等の変更が
有りましたら変更登録をお願いします。

3

　同窓会誌(Vol.27)に投稿頂きました卒業生の皆さんには、
お忙しいにも関わらずご協力頂き大変ありがとうございま
した。この場をお借りしまして皆さんにお礼申し上げま
す。事務局では、次回同窓会誌(Vol.28)の原稿集めも開始し
ており、来年8月配布を目標とします。
　さて、卒業後の皆さんは毎回の会報誌を読まれて、どの
ように感じておられますか？「私の歩んだ道を皆さんに
知って欲しい！」「クラスの仲間や部活動の仲間は今どう
している？」など、本郷キャンパスの仲間を思い出しなが

ら投稿して頂ければ、それを機会に連絡を取り合った
り集まったりして、あの時の学校生活を思い出すきっ
かけになればと思っています。思い切って会報誌に投
稿しよう！連絡をお待ちしています。（藤田）

事務局
・藤田　正良　　　 ：fujimasa70@gmail.com
・種部　元仁　　　 ：tane@b.email.ne.jp
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